
愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話052-732－1226

板(1)平成９年１１月１５日 第３２２号愛

一
●
名
鉄
●
近
鉄
●
メ
ー
ル

ー
一

汀
鴎
剛
Ⅱ
ｕ
Ｉ
ｎ
Ｕ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
ｌ
ｎ
刊

ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
４
●
ｊ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
．

会議風景

愛
知
県
板
技
術
研
究
委
員
会

（
高
柳
委
員
長
）
で
は
十
月
二
十

一
日
午
前
十
一
時
よ
り
松
下
電
工

名
古
屋
外
装
建
材
営
業
所
九
階
の

会
議
室
で
松
下
電
工
の
専
門
技
術

者
二
名
の
諦
師
と
委
員
九
名
の
出

席
で
屋
根
、
外
壁
、
雨
樋
の
技
術

的
な
事
を
勉
強
し
た
。

本
来
、
私
た
ち
は
板
金
業
で
は

プ
ロ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
日

頃
ご
く
普
通
に
板
金
作
業
を
し
て

い
る
と
、
と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち

樋
の
三
項
目
の
研
修
を
終
わ
り
、

最
後
に
有
須
田
氏
は
「
今
後
生
き

残
っ
て
行
く
に
は
、
板
金
店
も
昔

は
ブ
リ
キ
や
と
い
わ
れ
、
今
は
板

金
店
で
あ
る
が
、
今
後
は
外
装
工

平
成
十
年
の
新
年
懇
親
会
は
名
古
屋
板
金
連
合
会
の
担
当
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

多
数
ご
参
加
を
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
平
成
十
年
一
月
一
一
十
三
日
㈹

受
付
開
始
午
後
二
時
・
開
宴
午
後
三
時

◆
場
所
「
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
」

名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
八
番
三
十
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
五
二
－
二
一
一
’
六
六
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
五
二
’
二
一
一
’
四
四
一
二

◆
会
費
一
二
、
○
○
○
円

◆
申
込
方
法

・
申
込
先
支
部
長
ま
で
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

・
申
込
締
切
平
成
十
年
一
月
十
日
山

◆
交
通
の
ご
案
内

☆
地
下
鉄
（
東
山
線
・
鶴
舞
線
）

伏
見
駅
下
車
（
七
番
出
口
よ
り
）
徒
歩
五
分

☆
タ
ク
シ
ー
名
古
屋
駅
か
ら
五
分

蕊議識蕊
３

i灘§

事
店
と
店
名
も
変
え
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
積
極

的
に
進
め
る
事
で
は
な
い
か
」
と

締
め
く
く
ら
れ
、
午
後
五
時
二
十

分
散
会
し
た
。
鷲
見

霞

蕊農

識;灘Ｉ

サ

ー1デ
レ

ジ

ｌ；
ク

に
な
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
こ
と
を

今
回
は
技
研
委
員
の
み
で
勉
強
し

た
の
で
報
告
す
る
。

講
義
に
先
立
ち
有
須
田
外
装
一

課
長
か
ら
次
の
よ
う
に
挨
拶
が
あ
っ

た
。
東
海
地
方
の
新
築
戸
数
は
約

三
十
％
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
ま
た

空
家
率
も
十
～
十
三
％
と
な
っ
て

い
る
。
住
宅
は
今
後
ど
ん
ど
ん
減

少
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
最
近
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
も
ハ
ウ
ス
リ
フ
ォ
ー
ム
に
力

を
入
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
家
の

外
観
に
は
全
体
の
二
十
五
％
を
か

け
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
い
る
様
で

リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
も
増
え
て
い
る
。

十
年
後
に
は
十
兆
円
産
業
と
も
言

わ
れ
て
い
る
松
下
電
工
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
キ
ャ
ド
で
完

成
写
真
を
作
り
施
主
様
に
見
て
も

ら
っ
て
提
案
す
る
こ
と
で
受
注
す

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

有
料
で
あ
る
が
板
金
店
さ
ん
の
お

役
に
立
つ
と
思
う
と
語
ら
れ
た
。

最
初
の
講
義
は
松
下
電
工
外
ま

わ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
大
阪
チ
ー
フ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
白
岩
氏
が
屋
根

に
つ
い
て
講
義
。
セ
キ
ス
イ
で
は

、

陸
は
屋
根
と
同
じ
く
三
一
吠
以
内
で

な
い
と
い
け
な
い
。

外
壁
の
三
大
ク
レ
ー
ム
は
、
シ
ー

リ
ン
グ
が
一
番
多
い
。
三
面
接
着

を
さ
け
、
切
断
面
に
は
絶
対
に
プ

ラ
イ
マ
ー
を
塗
布
し
て
か
ら
シ
ー

リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
。
プ
ラ
イ
マ
ー

が
塗
っ
て
な
い
目
地
は
必
ず
切
れ

る
。
二
番
目
が
、
氷
害
ク
レ
ー
ム

と
割
れ
ク
レ
ー
ム
・

三
番
目
が
縁
端
ク
レ
ー
ム
で
こ

れ
は
板
端
部
よ
り
二
五
～
三
○
言
炉

入
っ
た
所
に
留
め
る
よ
う
に
す
る
。

休
憩
後
は
雨
樋
事
業
部
の
畑
氏

が
講
師
で
雨
樋
に
つ
い
て
講
義
が

あ
っ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
雨
樋
ア
イ

ア
ン
は
ス
チ
ー
ル
が
芯
に
入
っ
て

い
る
の
で
耐
熱
性
に
優
れ
熱
伸
縮

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
比
べ
て
脇
と

少
な
く
優
れ
て
い
る
。

ま
た
高
耐
候
性
特
殊
樹
脂
を
被

覆
し
て
い
る
た
め
色
落
ち
し
な
い
。

部
品
と
本
体
の
色
違
い
を
な
く
し

二
十
年
間
色
落
ち
し
な
い
耐
候
性

を
向
上
さ
せ
た
商
品
も
あ
る
。

雨
樋
の
サ
イ
ズ
の
決
め
方
は
降

雨
強
度
や
屋
根
の
投
影
面
積
を
基

準
に
し
て
落
ち
口
一
カ
所
を
決
め

軒
樋
排
水
量
と
竪
樋
排
水
量
を
決

め
る
。
こ
れ
は
一
覧
表
が
あ
る
の

で
こ
の
表
を
読
め
ば
サ
イ
ズ
を
決

め
る
こ
と
が
出
来
る
。
受
け
金
物

は
金
属
製
の
物
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
（
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
製
）

の
方
が
強
度
が
あ
り
積
雪
地
で
も

六
○
○
ピ
ッ
チ
で
い
け
る
が
、
よ

り
強
く
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は

受
け
ピ
ッ
チ
を
狭
く
す
れ
ば
よ
い
。

海
岸
線
よ
り
一
キ
ロ
以
内
は
強
風

地
域
と
す
る
。
以
上
、
屋
根
、
壁
、

新
年
懇
親
会
の
ご
案
内

屋
根
診
断
士
と
い
う
が
松
下
電
工

で
は
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
う
。
共
に

メ
ー
カ
ー
が
出
し
て
い
る
資
格
が

あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
屋
根
瓦
は
軒

高
九
研
最
高
高
さ
十
三
脚
ま
で
は

標
準
工
法
で
施
工
し
て
も
よ
い
。

強
風
工
法
は
脳
天
ビ
ス
留
め
工

法
で
パ
ッ
キ
ン
付
き
タ
ッ
ピ
ン
グ

ビ
ス
を
補
強
部
位
に
留
め
る
。

下
地
に
つ
い
て
は
コ
ン
パ
ネ
は

Ｊ
Ａ
Ｓ
一
類
十
二
言
炉
以
上
五
プ
ラ

イ
層
ス
カ
イ
モ
ル
、
パ
ー
ラ
イ
ト

モ
ル
で
は
四
十
署
荻
、
耐
火
野
地
板

は
硬
質
木
片
セ
メ
ン
ト
板
十
八
昌
吹

以
上
で
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ボ
ー
ド
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
モ
ェ
ン
Ｗ
を
指
定
し

て
い
る
。

屋
根
下
地
の
不
陸
は
三
言
炉
以
内

に
す
る
。
積
雪
地
域
で
の
施
工
は

〃
す
が
も
れ
〃
、
っ
ら
ら
、
氷
魂

に
よ
る
折
損
が
お
き
る
の
で
軒
先

部
よ
り
六
十
五
言
吠
ひ
か
え
て
屋
根

瓦
を
施
工
す
る
事
。
な
ど
屋
根
の

講
義
を
十
二
時
三
十
分
ま
で
受
け

午
前
の
部
を
終
わ
っ
た
。

午
後
は
外
壁
材
か
ら
勉
強
し
た

松
下
電
工
で
は
六
月
に
ア
ル
ミ
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
春
一
番
を
発
売
し
た

が
今
回
の
研
修
で
は
窯
業
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
の
勉
強
で
あ
っ
た
。

窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
厚
物

は
ほ
と
ん
ど
の
商
品
が
準
耐
火
構

造
に
適
応
で
き
る
。
ま
た
水
ぬ
れ

寸
法
変
化
率
が
○
・
一
五
％
あ
る
。

鉄
骨
建
物
は
地
上
高
十
三
腕
以
内

と
し
一
・
六
皇
が
以
上
の
厚
さ
の
胴

縁
を
使
用
す
る
。
ツ
ー
パ
イ
フ
ォ
ー

の
建
物
な
ど
へ
の
直
張
は
結
露
を

お
こ
す
の
で
通
気
工
法
で
施
工
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
下
地
の
不

／至大晒
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と
わ
永
遠
の
旅
立

晩
秋
に
最
後
の
一
葉
が
舞
い

落
ち
る
様
に
十
月
十
日
早
朝
、

恩
師
金
沢
政
治
先
生
が
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。
（
享
年
七
十
才
）

私
と
先
生
の
出
会
い
は
、
昭

和
三
十
七
年
当
時
の
訓
練
所
で

し
た
。
そ
の
時
以
来
、
技
能
検

定
試
験
岡
板
技
能
士
会
役
員
と

し
て
三
十
五
年
間
の
お
付
き
合

い
で
し
た
。

あ
る
時
は
先
輩
、
又
あ
る
時

は
父
親
の
様
に
親
し
く
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
先
生
は
技
能
検

定
実
技
学
科
講
習
の
時
、
受
験

者
の
ひ
と
り
ひ
と
り
に
気
を
配

り
、
話
術
そ
し
て
間
の
取
り
方

に
、
私
も
感
動
し
ま
し
た
。
又

愛
知
県
板
・
第
三
代
理
事
長

日
比
野
定
雄
氏
逝
く

県
板
三
代
目
理
事
長
。
日
比
野

定
雄
氏
が
十
月
十
二
日
八
十
四
才

の
天
寿
を
全
う
、
逝
去
さ
れ
た
。

十
月
十
三
日
午
後
六
時
よ
り
通

夜
、
十
四
日
十
二
時
か
ら
告
別
式

が
北
区
若
葉
通
り
の
「
愛
昇
殿
」

に
於
い
て
、
喪
主
。
日
比
野
晃
也

氏
に
よ
り
し
め
や
か
に
執
り
行
な

わ
れ
た
。
通
夜
、
告
別
式
に
は
市

内
は
じ
め
県
下
各
支
部
よ
り
大
勢

の
組
合
員
が
焼
香
に
お
と
ず
れ
、

故
人
を
し
の
び
冥
福
を
祈
っ
た
。

告
別
式
に
は
現
職
時
代
の
日
比
野

体
制
を
陰
で
支
え
た
樽
井
元
副
理

事
長
や
清
水
元
専
務
、
平
野
前
理

事
長
、
東
北
支
部
の
長
老
栗
田
氏

ら
も
参
列
さ
れ
た
。
ま
た
県
板
か

ら
は
村
上
理
事
長
が
所
用
の
た
め
、

斎
藤
。
長
谷
川
。
高
柳
の
三
副
理

事
長
と
吉
田
専
務
が
会
葬
、
斎
藤

副
理
事
長
が
組
合
を
代
表
し
て
焼

香
し
偉
業
を
称
え
た
。

故
日
比
野
氏
は
昭
和
五
十
三
年

四
月
開
催
の
第
十
三
回
総
代
会
で

当
時
の
柴
田
理
事
長
病
気
の
た
め

立
候
補
を
辞
退
さ
れ
、
そ
の
後
投

』理I･卑劣鰯海韓簸卓碑謬”#癖吻

西
三
板
金
連
合
青
年
部
技
能
向
上
訓
練

書
の
動
き
を
見
る
と
一
部
県
板
に

片
寄
っ
て
い
て
全
国
的
に
見
て
も

数
が
非
常
に
少
な
い
。
要
す
る
に

「
責
任
施
工
制
度
」
に
つ
い
て
良

く
解
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
の
後
会
場
を
移
し
て
楽
し

い
懇
親
会
が
あ
り
第
一
日
目
の
夜

は
ふ
け
て
行
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
全
板
連
、
田
木
久

専
務
理
事
に
よ
る
保
証
書
発
行
の

流
れ
。
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明

及
び
質
疑
応
答
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
中
で
い
ま
ま
で
に
一
回

も
保
険
金
が
支
払
わ
れ
た
事
が
な

い
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
体
討
議
に
移
り
、
前

日
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
話
し
合
っ
た
内

容
に
つ
い
て
全
板
連
本
部
役
員
に

質
問
を
し
、
解
答
を
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
基
本
的
な

事
柄
に
終
始
し
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
後
の
閉
講
式
に
お
い
て
次

年
度
は
大
分
県
別
府
市
に
て
『
あ

す
な
る
研
究
会
』
が
開
講
さ
れ
る

旨
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
の
若
い
同
業
者
と
話
し
合

い
の
場
が
持
て
る
こ
の
よ
う
な
研

究
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
尚
、
こ
の
研
究
会

に
参
加
さ
れ
た
人
数
は
青
年
部
員

一
六
六
名
、
役
員
二
十
名
合
わ
せ

て
一
八
六
名
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。余
談
で
あ
り
ま
す
が
研
究
会
終

了
後
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
て

松
山
市
内
の
観
光
を
し
ま
し
た
が
、

こ
の
時
の
運
転
手
さ
ん
は
非
常
に

熱
心
か
つ
親
切
で
し
た
。豊
田
松
井

鍵

「
責
任
施
工
制
度
」
に
対
す
る
講

演
、
説
明
を
聞
い
た
後
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
講
演
、
説
明
の
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
、
二
日
目
の

全
体
討
論
に
お
い
て
、
そ
の
内
容

を
発
表
す
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
勝

又
貞
治
全
板
連
副
理
事
長
に
よ
る

講
演
１
「
責
任
施
工
制
度
」
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
つ
づ

い
て
松
村
利
光
事
業
委
員
会
委
員

長
に
よ
る
講
演
２
「
責
任
施
工
制

度
」
の
仕
組
み
と
役
割
、
「
責
任

施
工
制
度
」
の
取
組
方
法
と
将
来

展
望
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
全
板
連

役
員
に
よ
る
講
演
３
「
責
任
施
工

制
度
」
の
運
営
事
例
と
続
き
ま
し

た
。
こ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
分
科

会
と
い
う
こ
と
で
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

は
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
、

福
井
、
石
川
、
富
山
）
七
県
の
出

席
者
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
内
容
と
し
て
は
、

「
責
任
施
工
制
度
」
に
つ
い
て
の

各
種
の
情
報
及
び
資
料
に
つ
い
て

各
県
板
に
伝
達
、
送
付
済
み
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
我
々
の
所
ま

で
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

〈
全
板
型
〉
の
「
責
任
施
工
制
度
」

と
い
う
も
の
の
独
自
の
や
り
方
を

各
県
そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ
て
い
る
。

（
こ
れ
は
、
各
県
そ
れ
ぞ
れ
気
候
。

環
境
が
違
う
の
で
し
か
た
が
な
い

と
言
う
説
明
で
し
た
。
）
そ
し
て

す
で
に
発
行
さ
れ
た
全
板
型
保
証

ト
ニ
ニ
ロ

蕊 報
藤

、

平
成
九
年
九
月
二
十
八
日
日
・

二
十
九
日
側
の
両
日
、
愛
媛
県
・

松
山
市
の
道
後
温
泉
『
道
後
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
』
に
お
い
て
第
十
八

回
全
板
連
青
年
部
研
究
会
『
あ
す

な
る
研
究
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
究
会
の
目
的
は
、
社

会
的
な
責
任
の
遂
行
と
適
正
な
収

益
の
確
保
を
同
時
的
に
達
成
す
る

た
め
の
「
責
任
施
工
制
度
」
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
こ
の
「
責

任
施
工
制
度
」
を
推
進
す
る
こ
と

で
雇
用
改
善
の
た
め
の
基
礎
条
件

を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
か
を
研

究
す
る
。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
が
展

示
す
る
建
築
板
金
用
材
料
、
工
具

等
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。
愛
板
青
年
部

か
ら
は
、
河
田
部
長
（
東
三
）
・

近
藤
康
則
君
（
東
三
）
・
筒
井
和

彦
君
（
西
尾
）
・
岩
崎
崇
君
（
安

城
）
・
西
川
喜
久
男
君
（
中
川
港
）
・

松
井
祐
治
君
（
豊
田
）
の
六
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

野
溝
年
成
全
板
連
青
年
部
部
長

の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
開
講
式
は
、

臼
井
全
板
連
理
事
長
・
北
村
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
会
長
・
宮
下
青
年
部
担

当
理
事
・
地
元
、
北
村
忠
博
愛
媛

県
板
理
事
長
の
挨
拶
と
続
き
ま
し

た
。
次
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
今
回
の
研
究
会
は
前
年

と
違
い
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
た
話

し
合
い
で
は
な
く
、
第
一
日
目
は

全
板
連
（
親
組
合
）
役
員
に
よ
る

、

／

西
三
板
金
連
合
青
年
部
（
岩
崎

崇
部
長
）
は
、
技
能
向
上
訓
練
を

昨
年
同
様
、
岡
崎
技
術
工
学
院
に

於
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は

『
板
厚
○
・
八
ｍ
の
銅
板
を
使
用

す
る
建
水
』
の
製
作
を
行
い
ま
し

た
。
建
水
と
は
（
茶
の
湯
で
）
茶

碗
を
す
す
い
だ
水
を
捨
て
る
容
器

の
こ
と
で
す
。

参
加
人
数
十
六
名
、
講
師
に
は

ノ

先
生
は
毎
年
の
技
能
検
定
を
大

変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

闘
病
生
活
の
た
め
、
指
導
出
来

な
か
っ
た
事
が
歯
捧
く
て
と
て

も
心
残
り
の
様
子
で
し
た
。

先
生
が
他
界
さ
れ
る
二
週
間

前
に
奥
様
よ
り
電
話
が
あ
り
、

今
年
度
の
技
能
検
定
試
験
の
話

が
し
た
い
と
の
事
で
逢
い
に
行

き
ま
し
た
。
私
が
先
生
と
話
を

し
た
の
は
、
そ
の
時
が
最
後
と

な
り
ま
し
た
。

七
十
年
間
、
悔
い
の
な
い
人

生
を
送
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

御
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
崎
内
山

票
に
よ
り
理
事
長
に
選
任
さ
れ
て

以
後
昭
和
六
十
二
年
三
月
ま
で
の

四
期
九
年
間
に
わ
た
ｈ
蒜
あ
ら
れ
庵

就
任
当
時
、
全
板
連
と
県
板
の

関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
た
事

を
軌
道
修
正
に
努
力
さ
れ
た
り
、

近
代
的
な
組
合
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
改
組
と
委
員
会
制
度
の
基

礎
固
め
な
ど
、
氏
の
偉
業
は
大
き

く
評
価
さ
れ
組
合
史
上
に
輝
き
続

け
る
で
あ
ろ
う
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
る
。
⑧

杉
浦
彰
先
生
・
山
本
和
義
氏
・
高

柳
三
郎
氏
を
、
お
願
い
し
ま
し
た
。

訓
練
の
日
程
は
八
月
二
十
四
日
・

八
月
二
十
八
日
・
八
月
三
十
日
。

九
月
四
日
。
九
月
六
日
・
九
月
十

一
日
・
九
月
十
三
日
・
九
月
十
四

日
の
八
日
間
で
し
た
。

全
員
完
成
し
ま
し
た
。豊
田
松
井



卜
に
携
わ
っ
て
き

て
認
鉄
鋼
二
次
製

品
問
屋
の
中
で
は
、

屋
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

社
屈
指
と
言
わ
れ
て

社
い
る
。

本
今
回
は
、
そ
の

「
ち
た
嘉
商
店
」

の
概
要
を
以
下
に

紹
介
す
る
。

板(3)平成９年１１月１５日 第３２２号

横
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
休
憩
、

こ
こ
は
明
日
の
昼
食
場
所
だ
。

先
月
開
通
し
た
ば
か
り
の
上
越

長
野
新
幹
線
・
高
崎
駅
も
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
し
ば
ら

く
車
を
走
ら
せ
、
今
日
の
宿
泊
場

所
ホ
テ
ル
古
久
屋
に
着
い
た
。

夜
の
宴
も
予
想
以
上
に
盛
り
上

が
っ
た
。
二
次
会
は
、
全
員
で
ナ

イ
ト
サ
ロ
ン
「
花
錦
」
の
貸
切
り

と
な
り
、
五
十
イ
ン
チ
の
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
ん
だ
。
二
日
目
は
高
崎

百
衣
大
観
音
を
参
拝
、
胎
内
を
見

学
。
七
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
観
音
様
の
中
を
階
段

で
胸
近
く
ま
で
登
っ
た
。
又
、
高

崎
で
有
名
な
物
に
、
達
磨
が
あ
る

そ
う
で
す
。
お
昼
に
は
Ｊ
Ｒ
の
横

川
「
峠
の
釜
飯
」
を
食
べ
た
。
二

日
間
事
故
な
く
、
楽
し
く
無
事
、

名
古
屋
ま
で
お
世
話
く
だ
さ
っ
た

中
支
部
の
杉
浦
幹
事
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
支
部
の
谷
口
さ
ん
、
中
村
君
お

疲
れ
様
で
し
た
。

西
支
部
鈴
木

集
団
検
診

西
尾
支
部

西
尾
板
金
組
合
は
、
西
尾
保
健

セ
ン
タ
ー
で
九
月
二
十
四
日
、
二

十
五
日
に
集
団
検
診
を
し
ま
し
た
。

二
十
四
日
は
一
般
組
△
冒
貝
と
家
族
、

二
十
五
日
は
従
業
員
と
、
振
り
分

け
て
い
ま
す
。
四
十
三
名
参
加
し

し
代
表
取
締
役
社
長

加
藤
芳
文
氏

最
近
、
市
街
地
周
辺
部
や
郊
外

に
大
型
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
よ
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初

の
頃
は
素
人
の
日
用
大
工
用
品
の

店
と
し
て
始
ま
り
少
し
ず
つ
品
そ

ろ
え
が
期
え
、
売
り
場
而
積
も
四

五
○
坪
か
ら
六
○
○
坪
、
八
○
○

坪
と
な
り
現
在
で
は
資
材
館
を
併

設
し
て
千
坪
以
上
の
店
も
出
現
し

て
い
る
。

愛
知
県
だ
け
で
も
百
三
十
店
舗

位
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ど
の

店
に
も
工
具
や
材
料
が
数
多
く
並

べ
ら
れ
て
い
て
誰
で
も
買
う
こ
と

が
出
来
、
一
寸
し
た
こ
と
な
ら
個

人
の
素
人
で
も
作
業
が
出
来
る
様

に
な
っ
た
。

そ
ん
な
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
、

二
十
年
以
上
、
鉄
鋼
二
次
製
品
や

塩
ビ
製
品
を
卸
し
て
き
た
商
店
が

㈱
ち
た
嘉
商
店
で
あ
る
。

㈱
ち
た
嘉
商
店
は
戦
前
、
親
戚

に
当
た
る
知
多
半
島
出
身
の
渡
辺

嘉
助
氏
が
、
西
枇
杷
島
町
で
金
物

店
「
知
多
嘉
」
を
創
業
、
こ
れ
が

「
ち
た
嘉
」
里
凹
弓
の
由
来
と
な
っ

て
い
る
。
ち
た
嘉
商
店
は
販
売
先

に
板
金
ル
ー
ト
と
金
物
店
と
、
も

う
一
方
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ル
ー

ト
が
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年
、
日

本
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て

以
来
、
二
十
年
以
上
、
こ
の
ル
ー

合
同
研
修
旅
行

dウ

篭

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

》
織
評
辞
誕
灘
灘
雪
灘
皇
識
蝋
総
鍵
一

露

ま
し
た
。
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
委
員
の
稲
吉
さ
ん
は
、
組

合
員
に
、
自
分
の
健
康
状
態
の
、

そ
の
移
り
変
わ
り
を
含
め
て
知
っ

て
お
く
為
に
、
毎
年
の
検
診
を
す

る
様
に
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
力

説
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

問
診
。
検
尿
・
採
血
・
血
圧
・

眼
底
検
査
。
視
力
検
査
・
胃
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
・
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

肺
活
量
・
心
電
図
を
調
べ
ま
し
た
。

若
い
人
は
健
康
な
の
が
当
り
前
で

す
け
れ
ど
、
中
年
以
降
に
な
る
と

検
査
結
果
が
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
る

様
で
す
。
検
診
は
い
つ
も
午
前
中

に
終
わ
り
ま
す
。
検
診
を
受
け
る

に
は
辛
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

検
診
の
前
日
、
Ｐ
Ｍ
十
時
か
ら
、

酒
・
タ
バ
コ
。
飲
食
．
激
し
い
運

動
は
禁
止
で
す
。
バ
リ
ウ
ム
を
飲

む
と
、
皆
さ
ん
一
日
中
お
腹
が
お

か
し
い
と
こ
ぼ
し
ま
す
。
つ
い
目

覚
め
の
一
服
を
し
て
し
ま
い
が
ち

に
な
り
ま
す
。

西
尾
大
橋

第
十
三
回
株
式
会
社
ち
た
嘉
商
店

参加者

中
村
支
部
。
西
支
部

中
村
・
西
支
部
両
組
合
は
十
月

五
日
・
六
日
、
群
馬
県
伊
香
保
温

泉
へ
旅
行
を
し
た
。
中
村
支
部
は

名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
前
に
集

合
し
た
。
過
名
の
支
部
員
が
乗
車

し
て
、
東
名
阪
清
洲
イ
ン
タ
ー
付

近
ま
で
移
動
し
、
西
支
部
か
ら
３

名
乗
り
込
み
ま
し
た
。
一
宮
イ
ン

タ
ー
か
ら
中
央
自
動
車
道
へ
、
お

昼
頃
、
諏
訪
湖
へ
到
着
、
白
樺
湖

に
て
昼
食
を
取
っ
た
。
白
樺
の
林

道
は
山
の
ペ
ン
キ
屋
さ
ん
も
大

変
／
と
皆
が
騒
い
だ
。

少
し
早
く
色
付
く
、
ス
ス
キ
や

ナ
ナ
カ
マ
ド
を
見
た
。
白
樺
・
霧

ヶ
峰
・
車
山
…
…
雪
の
な
い
ゲ
レ

ン
デ
も
、
す
ば
ら
し
い
眺
め
で
あ
っ

た
。

肺活量の検査

愛

商
号
株
式
会
社
ち
た
嘉
商
店

創
業
地
愛
知
県
西
春
日
井
郡
西

枇
杷
島
町
大
野
二
十
八
の
一

創
業
者
渡
辺
嘉
助

会
社
設
立
昭
和
二
十
七
年

本
社
所
在
地

西
枇
杷
島
町
大
野
二
十
八
’
一

電
話
○
五
二
’
五
○
一
’
一
二
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
五
二
’
五
○
一
’
一
二
八
七

代
表
取
締
役
社
長
加
藤
芳
文

昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
七
日
生

資
本
金
千
二
百
八
十
万
円

従
業
員
男
子
十
名

女
子
四
名

合
計
十
四
名

営
業
品
目
カ
ラ
ー
亜
鉛
鉄
板
及

び
そ
の
加
工
品
（
屋
根
材

壁
材
）
塩
ビ
雨
樋
、
波
板

パ
イ
プ
、
釘
、
針
金
等
線

材
製
品

営
業
範
囲
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、

静
岡
四
県
下
の
板
金
店
、

金
物
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

社
長
の
モ
ッ
ト
ー

大
企
業
は
恩
と
か
義
理
で

は
企
業
が
成
り
立
た
な
い
。

し
か
し
我
々
小
企
業
が
そ

れ
を
な
く
し
た
ら
、
誰
も

つ
い
て
き
て
く
れ
な
い
。

大
切
に
し
た
い
。

会
社
で
は
社
長
が
担
当
者
と
共

に
年
に
何
回
か
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

業
界
の
中
心
地
で
あ
る
関
東
地
区

や
ア
メ
リ
カ
へ
視
察
に
行
っ
て
い

る
。

|目
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十
一
月
十
九
日
、
豊
橋
総
合
卸

セ
ン
タ
ー
組
合
会
館
で
、
組
合
員

五
十
余
名
の
出
席
に
て
行
わ
れ
た
。

松
下
電
工
は
春
一
番
、
若
井
産
業

の
偏
芯
プ
ラ
グ
、
ト
ス
テ
ム
も
Ｄ

ａ
ｎ
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
説
明
が
行

わ
れ
、
組
△
冒
貝
が
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
松
下
電
工
、
ト
ス
テ
ム

は
同
じ
金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
な
の

で
、
や
り
に
く
い
面
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
平
松
支
部
長
の
意
図
す

る
所
、
先
の
見
え
な
い
時
代
に
、

我
々
の
生
き
る
道
は
こ
れ
し
か
な

い
と
言
う
、
心
配
り
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

窯
業
系
の
屋
根
材
、
壁
材
は
デ

ザ
イ
ン
、
防
火
と
優
れ
て
い
る

が
、
も
っ
と
い
い
の
は
、
経
験
が

そ
れ
ほ
ど
い
ら
な
い
。
あ
え
て
我
々

が
金
属
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
我
々

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
、
雨

漏
り
を
防
げ
る
の
も
、
技
術
保
証

出
来
る
の
も
、
こ
の
業
界
し
か
な

い
、
保
証
書
付
き
を
前
面
に
出
す

し
か
な
い
の
で
は
…
…
生
き
る
道

は
．
…
．
．

松
下
電
工
、
若
井
産
業
、
ト
ス

テ
ム
の
各
社
に
短
時
間
で
の
説
明

に
苦
労
さ
れ
て
た
様
子
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
役
員
、
組
合
員
の

皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
東
三
吉
田

見
学
し
、
大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

で
佐
渡
を
見
下
し
な
が
ら
峠
を
越

え
、
歴
史
伝
説
館
で
は
、
超
ハ
イ

テ
ク
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る
佐
渡
の

歴
史
を
紹
介
さ
れ
、
酒
蔵
見
学
、

利
き
酒
体
験
を
し
、
熱
心
に
酒
の

話
に
聞
き
入
る
方
々
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
両
津
港
へ
向
う

の
で
す
が
、
時
間
が
余
っ
た
の
で

ガ
イ
ド
さ
ん
の
配
慮
で
真
野
御
陵

と
本
間
家
能
舞
台
に
立
ち
寄
り
、

ツ
ァ
ー
と
は
一
味
違
っ
た
体
験
を

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
時
間
半
の
長
い
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
を
乗
り
越
え
、
無
事
新

潟
に
渡
り
、
こ
の
旅
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
、
美
人
所
の
月
岡

温
泉
で
の
大
宴
会
が
待
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
日
も
暮
れ
雨
も
降
り

出
し
、
新
潟
の
町
も
ラ
ッ
シ
ュ
の

最
中
で
、
宴
会
の
時
間
に
間
に
あ

う
か
ど
う
か
心
配
だ
っ
た
事
で
し
ょ

害
殆
ホ
テ
ル
に
着
く
，
く
す
ぐ
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
を
す
ま
せ
、
風
呂
も
入
ら

ず
浴
衣
に
着
が
え
宴
会
場
へ
入
り

ま
し
た
。
宴
会
場
で
は
、
三
名
の

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
が
待
っ
て
お
り
、

二
時
間
の
宴
会
も
終
り
、
そ
の
後

ほ
と
ん
ど
の
方
が
二
次
会
へ
行
き
、

夜
中
ま
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

翌
十
四
日
は
、
前
夜
の
宴
会
の

疲
れ
が
出
た
の
か
、
バ
ス
の
中
は

気
持
ち
静
か
だ
っ
た
様
で
し
た
。

佐
渡
方
面
娼
名

春
日
井
支
部

β
日
定
例
会
肥
名

皿
日
第
３
回
マ
ツ
タ
ケ
狩
り

岐
阜
八
百
津
ｎ
名

羽
日
支
部
役
員
会
４
名

西
三
板
金
連
合
会

型
日
監
査
会
及
び
役
員
会

岡
崎
支
部

ｎ
日
支
部
役
員
会
詔
日

支
部
名
簿
配
布

ス
チ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
説
明

碧
南
支
部

巧
日
青
年
部
定
例
会

鯛
日
青
年
部
積
算
勉
強
会

刈
谷
支
部

週
日
第
２
会
会
合

県
板
共
済
制
度
の
推
進

コ
ー
キ
ン
グ
共
同
購
入

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
等
に

つ
い
て

豊
田
支
部

ｎ
日
第
７
回
役
員
・
班
長
会

全
板
ノ
ー
ト
説
明

西
尾
支
部

鴫
日
支
部
役
員
会
出
名

知
立
支
部

過
日
支
部
定
例
会
５
名

知
多
支
部

皿
日
懇
親
旅
行
肥
名

東
三
支
部
３
日
定
例
会
詑
名

過
日
役
員
会
６
名

肥
日
青
年
部
研
修
会
ｕ
名

岨
日
支
部
研
修
会
記
名

型
日
役
員
会
７
名

如
月
各
支
部
の
動
き

十
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で

二
泊
三
日
、
佐
渡
新
潟
へ
、
十
四

名
で
バ
ス
貸
切
り
と
い
う
少
々
賛

沢
な
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

二
泊
三
日
と
は
い
え
初
日
に
佐

渡
ま
で
渡
る
の
は
少
々
ハ
ー
ド
な

日
程
で
、
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
と

た
ん
ア
ル
コ
ー
ル
類
が
手
渡
さ
れ
、

高
速
に
乗
っ
て
か
ら
は
ト
イ
レ
休

憩
が
何
度
も
必
要
と
な
り
、
直
江

津
港
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
時
間
に

間
に
あ
う
か
ど
う
か
、
パ
ス
の
ド

ラ
イ
バ
ー
や
ガ
イ
ド
さ
ん
に
は
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ま
た
当

日
は
風
が
強
く
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗

り
込
ん
で
か
ら
も
揺
れ
が
激
し
く
、

船
酔
い
と
の
二
時
間
半
の
闘
い
で

し
た
。佐
渡
の
小
木
港
に
着
く
と
「
た

ら
い
舟
」
を
体
験
し
、
各
人
が
舵

を
取
ら
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、

誰
一
人
齢
上
手
く
漕
ぐ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
た
ら
い

舟
を
終
え
る
頃
に
は
日
も
暮
れ
、

ホ
テ
ル
へ
向
う
途
中
の
佐
渡
の
海

岸
沿
い
の
雄
大
な
景
色
を
見
な
が

ら
、
無
事
佐
渡
に
渡
れ
た
安
堵
感

を
各
々
感
じ
て
い
た
事
で
し
ょ
う
。

そ
の
日
の
宿
は
、
大
人
し
め
の
宴

会
で
一
日
を
終
え
ま
し
た
。

翌
十
三
日
は
、
国
定
公
園
に
指

せ
ん
か
く

定
さ
れ
て
い
る
、
尖
閣
湾
の
豪
快

な
景
色
を
観
て
、
そ
の
後
、
江
戸

時
代
の
金
山
を
再
現
し
た
洞
穴
を

例
年
に
比
べ
て
降
水
量
が
少
な

い
穏
や
か
な
晴
天
が
続
い
た
紅
葉

の
秋
も
、
い
つ
し
か
雪
の
便
り
を

聞
く
頃
と
な
っ
た
。
愛
知
県
板
も

村
上
理
事
長
新
体
制
が
発
足
し
て

半
年
余
り
、
再
編
成
し
た
各
委
員

会
も
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
そ
こ
で
組
合
事
業
を
陰
で

支
え
て
い
る
の
が
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
三
人
。
吉
田
専
務
（
事
務
目
回
毎

は
着
任
し
て
一
年
半
、
組
合
機
構

や
事
務
処
理
、
外
部
関
係
団
体
な

ど
し
っ
か
り
把
握
し
て
事
務
局
長

の
風
格
が
出
て
来
た
。
自
前
の
パ

ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
庶
務
一
般
を

処
理
す
る
仕
事
ぶ
り
は
、
元
県
職

の
技
術
屋
だ
か
ら
、
堅
実
で
あ
る

と
共
に
、
手
抜
き
の
な
い
前
向
き

な
取
組
に
信
頼
も
増
す
。

そ
し
て
、
こ
の
人
が
就
任
し
て

か
ら
事
務
局
の
雰
囲
気
が
す
ご
く

明
る
く
な
っ
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
何
よ
り
も
人
柄
な
の
だ
ろ
う
。

岐
阜
大
農
学
部
出
で
県
の
試
験
場

で
日
本
酒
の
酵
母
菌
を
作
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
か
、
め
っ
ぽ
う
酒
類

に
強
い
。
大
声
で
ア
ッ
ハ
ハ
と
笑

う
姿
は
さ
し
ず
め
○
（
Ｙ
・
を
想

像
し
た
く
な
る
愉
快
な
男
。
奥
さ

ん
は
花
屋
さ
ん
を
営
む
事
業
主
。

次
回
は
機
会
を
み
て
北
出
局
員
と

今
枝
局
員
を
紹
介
す
る
予
定
。

十
月
二
十
九
日
附
晴

三
二
二
号
編
集
会
議

委
員
十
一
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
㈲

名
古
屋
板
金
連
合
会

３
．
４
．
５
日
尾
張
名
古
屋

職
人
展
参
加

昭
和
支
部

８
日
支
部
定
例
会

中
村
支
部

西
支
部

５
．
６
日
二
支
部
合
同
研
修

旅
行
伊
香
保
温
泉

熱
田
南
支
部

迅
日
支
部
定
例
会
９
名

那
日
青
年
部
会
合

江
南
支
部

巧
日
支
部
役
員
会
６
名

津
島
支
部

５
日
支
部
定
例
会
Ⅳ
名

皿
・
岨
・
叫
日
親
睦
旅
行

そ
し
て
、
白
鳥
の
渡
り
で
有
名
な
、

ひ
ょ
う
瓢
湖
を
訪
れ
た
の
で
す
が
、
前
夜

宴
会
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
頃
に
、

今
年
初
め
て
白
鳥
が
渡
っ
て
来
た

ら
し
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
よ
さ
に

何
か
得
を
し
た
気
分
で
し
た
。
そ

の
後
、
米
山
で
北
陸
道
を
一
時
降

り
、
昼
食
を
と
り
、
ま
た
予
定
外

に
、
田
中
角
栄
氏
の
生
家
を
訪
れ

た
の
で
す
が
、
田
中
氏
の
影
響
が

大
き
い
ら
し
く
、
高
速
を
下
り
れ

ば
５
分
程
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
所

で
、
門
の
外
か
ら
拝
め
る
だ
け
で

す
が
、
別
の
観
光
の
方
々
も
み
え

て
お
り
、
庭
に
は
、
銅
像
も
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
無

事
二
泊
三
日
の
旅
も
終
え
、
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。
津
島
猪
飼

圃
園
固
国


